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判断に迷う

時は管理職の

指示を仰ぐ。 

☆一旦 食事を中断する 発見（食事中の全員に知らせる） 

①状況内容を確認し、「対応の判断基準」に基づいて対応する 

②舎生の健康状態を把握する。 

③異物が入っている状態の写真を撮る（寄宿舎デジタルカメラ）。 

① 。 

・舎生の健康状態を把握する。 

・異物を取り除き食事を再開する。 

食事を中止する 

・舎生の健康状態を把握する。 

・異物が入っている状態で返却する。 

・指導員が代替食を購入する（立替）。 

食事を再開する 

※食事の継続が困難な場合は代替食で対応する。 

 

 

〈対応の判断基準Ａ／Ｂ〉 

※危険物・非危険物の目安に関しては、「学校給食の管理と指導 七訂版」を参照 

Ａ ･･･ 食事中止 

健康に影響を及ぼすと判断される異物＝危険物（ガラス、金属類、プラスチック、衛生害虫

（ゴキブリ、ハエ、クモ等）ネズミの糞、変色、異臭等健康被害が生じるおそれがあるもの。 

B  ･･･ 食事を継続（取り除いて食べる。ただし、本人が嫌がる場合は、片付ける） 

健康に影響を及ぼす可能性が低いと判断される異物＝非危険物（毛髪、繊維、食材の包装材料

の切れ端（ビニール等）、食物の皮や殻、食材に付着していた虫等健康被害が生じるおそれが

ないもの。 

※混入の経緯は業者が中心となって調べる。  
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 寄宿舎指導員が保護者へ状況報告をする。 

 

 


